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要約

本論文は，“信頼されている”と感じられる感覚である「被信頼感」について高校生を対象に調査した

ものである。高校生にとって身近な存在である父親・母親・親友からの被信頼感尺度を作成した。調査対

象は２つの高校の生徒６６６名であった。その結果，被信頼感の感覚は「被信用」「被期待」「被共通」「被満

足」「被受容」の５つの因子から成り立つことが明らかとなった。そのうち「被期待」では２校の学校間

で差がみられた。性差においては，女子が男子より高い被信頼感を示した。また被信頼感の信頼感への影

響では，男女ともに親友からの「被信用」が他人を信頼することに結びついており，親友の存在の重要性

が確認された。さらに男子では，母親による満足感が感じられていることが他人を信頼することに影響を

及ぼしており，信頼感には父親・母親および親友からの被信頼感が関連していることが明らかとなった。
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問題と目的

近年高校生の反社会的な行動が問題となっている。そのような中，社会の変化に人間の生き方を合わせ

るような社会では何を信じていけばよいのか，青年期にいる人々はとても混乱していることと思われる。

この青年期の行動に関連する概念として，子どもが抱く信頼感と自尊感情や学校適応感との関係性など多

方面から今までに研究されてきた。酒井・菅原・眞榮城・菅原・北村（２００２）によると，”子どもの学校

適応感に影響を与えているのは，子が親に抱く信頼感の方で，親が子に抱く信頼感とは関連が見られなかっ

た”と親子の信頼関係の中でも特に子の抱く信頼感形成の必要性を述べている。

他にもさまざまな研究（例えば，金子，１９９４など）はあるのだが，今までの研究は「信頼する」という

側面からの研究であり，「信頼されると感じる感覚（以下，被信頼感とする）」を検討した研究は見当たら

ない。

Erikson,E.H．（１９５９）は基本的信頼感について「他人を信頼」し「自分を信頼」する感覚の前段階であ

る「安心していられる状態」が重要であるとしている。その状態とは，養育者が「信頼されているという

確信に満ちているという特質に裏づけられた育て方」で接している子は「親しみの感情を味わい，それが

内面的な善（goodness）という感じと一致する感情」を経験するという状態だと述べている。本研究では

この善という感情と安心していられる状態が，Eriksonの基本的信頼感の前段階であり肯定的な意味での

被信頼感の一部であると考えた。さらにこの感情を精神的支えとして他人への信頼感が形成されると考え，

この精神的支えである被信頼感が充足されることは，信頼感以上に人々の行動や感情に影響を及ぼすこと

が考えられる。

そこで，本研究では，被信頼感を新たに「自分が他者からの欲求を感じ，かつそれによりその他者から

期待されていると感じる気持ち」と定義し，青年期の高校生がどのような被信頼感を父親・母親・親友に
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抱いているかを測定する被信頼感尺度を作成し検討をする。さらに，様々な生活感情への関連が明らかに

されている信頼感に被信頼感がどのように影響を及ぼしているかについて検証し，高校生の信頼感を高め

るための示唆を得ることを目的とする。

方法

１．使用した尺度

（１）被信頼感尺度

被信頼感尺度の作成にあたって，被信頼感が他者の欲求を感じるという側面が含まれていることを踏ま

えながら，マズローの欲求階層モデルとコフートの自己モデルを基にした。その下位概念は，「他者を安

心させること：自分が他者や社会に危害を加えない安心できる存在であると，その他者から期待されてい

ることが感じられる気持ち」「他者と同じであること：自分が他者との共通点をもつ存在であると，その

他者から期待されていると感じる気持ち」「他者を受容すること：自分が他者のありのままを受け入れる

存在であると，その他者から期待されていると感じる気持ち」「他者を承認すること：自分が他者を承認

する存在であると，その他者から期待されていることが感じられる気持ち」「自分が理想的な人間である

こと：自分が他者から頼られまたは自己実現を目指している存在であると，その他者から期待されている

ことが感じられる気持ち」の５つを想定した。さらに Erikson（１９５５，１９５９）と天貝（２００１）の信頼感に関

する文献から被信頼感と関わる部分を調べ参考にし，７８の項目を作成した。これらの項目を心理学専攻の

教官４名，大学院修士修了生１名，大学院生２名によって２００３年７月に内容的妥当性の評定をしてもら

い，３６項目に精選した。これらの項目は，４件法で回答を求めた。

（２）信頼感影響経験測定項目

信頼感影響経験測定項目（天貝，２００１）は，本研究で作成した被信頼感尺度の妥当性を検証するために

使用した。この項目は６５項目で構成されており，信頼感がどのような体験に影響されて発達してきたかを

明らかにするために作成されたものである。項目は，「受容経験」１７項目，「承認経験」１４項目，「親との

親密なかかわり経験」６項目，「対人的傷つき経験」６項目から成り，４件法で回答を求めるものである。

（３）自尊感情尺度

学校・学年の格差を検討するために，自尊感情尺度を同時に実施した。これは Rosenberg,M．（１９６８）

の尺度を星野（１９７０）が翻訳したもので，１０項目で構成され４件法で回答を求めるものである。

（４）信頼感尺度

信頼感尺度（天貝，１９９５a）は，思春期・青年期以降における信頼感を多元的に捉え，測定することを目

的として作成された。その下位尺度として「自分への信頼」「他人への信頼」「不信」の３要素から構成さ

れている。２４項目からなる質問に，４件法で回答を求めた。得られた回答をそれぞれ１点から４点として得

点化した。「不信」については，得点が高いほど不信が高いことを示すように得点化した。

２．調査方法

調査対象者は，X 県 Z市の公立高校２校の生徒で，A 高校１，２，３年生の３４３名（男子１８５名，女子１５２名，

不明６名），B高校１，２，３年生の３２３名（ 男子１５６名，女子１６４名，不明３名）の６６６名（男子３４１名，女子

３１６名，不明９名）（１年２２２名，２年２２０名，３年２１５名，不明９名）である。２００３年９月上旬に２校を訪問し，

校長および教育相談担当教諭に調査の趣旨を説明し，調査への協力を依頼した。調査は，授業時間内に学

級ごと担任教師によって一斉に実施した。回答は無記名で行い，学年・性別のみ記入する欄を設けた。

結果

１．被信頼感尺度の因子分析下位尺度の構成

３６項目について，平均値と標準偏差の偏りと得点分布のヒストグラムにて偏りを調べた。その結果，３つ

の項目においては，得点が４点の最高得点に回答する生徒が多く，尺度項目には相応しくないと判断し，

削除することにした。残った３３項目の因子分析をおこなった。主因子法にて因子を抽出し，バリマックス
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回転を行った。後続因子との固有値の差に基づいて５因子解を適当と判断し，各項目の因子負荷量を得た。

因子の解釈として，回転後の因子パターンにおいて絶対値．３５以上の因子負荷量を示した項目の内容を中

心として解釈することにした。そして５つの下位尺度の構成は，「被信用（信用されていると感じる）」尺

度，「被期待（期待されていると感じる）」尺度，「被共通（他者が共通点を求めていると感じる）」尺度，

「被満足（他者が満たされていると感じる）」尺度，「被受容（他者が受け入れられていると感じる）」尺

度と命名した。父親・母親・親友のそれぞれの因子分析の結果は同様に上記５つの因子から構成されてい

た。本論文では父親の被信頼感尺度のみを掲載した（表１）。

父親の「被信用」１５項目の信頼性は α＝．９３，「被期待」α＝．８０，「被共通」α＝．７５，「被満足」α＝．６３，「被
受容」α＝．７５であった。母親・親友についての下位尺度もほぼ同様の信頼性があった。被信頼感尺度全
体では，父親，母親，親友いずれにおいても，α＝．９３であった。
被信頼感尺度の各下位尺度の尺度得点の相関を見てみると，父親と母親の各下位尺度は相関が非常に高

く，５つの同じ下位尺度間の全てに相関係数が r＝．７０以上の強い相関がみられた。それと比較すると親友

表１ 父親についての被信頼感尺度の因子分析
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との相関が父親，母親の関係ほど高くないことも確認された。特に，父親と母親の「被期待」の相関係数

が．８１と最も高い値を示した。父親と親友の「被共通」と「被満足」は負の強い相関（r＝－．１３，r＝－．１１，１％

水準で有意）を示した。母親の「被共通」と「被満足」は正の弱い相関（r＝．０８，５％水準で有意）を示し

た（表２）。

２．被信頼感に及ぼすデモグラフィックな要因

被信頼感に及ぼす学校・学年・性別の３要因の影響を明らかにするために，分散分析を行った。被信頼

感については，下位尺度の父親・母親・親友のそれぞれ５つの下位尺度を従属変数として，分散分析を行っ

た（表３）。

その結果，学校間の比較をすると，A 校と B校では父親・母親・親友の合計１５の下位尺度のうち８尺

度において，A 校が有意に高い値を示した。父親に関しては「被信用」（F（１，５９４）＝１４．７３ p＜．０１），

「被期待」（F（１，５９６）＝２５．７８ p＜．０１），「被受容」（F（１，５９５）＝６．９８ p＜．０１）において，母親に関

しては「被信用」（F（１，５９５）＝１９．７８ p＜．０１），「被期待」（F（１，５９５）＝３７．６０ p＜．０１），「被満足」（F

（１，５９６）＝９．７１ p＜．０１），「被受容」（F（１，５９６）＝１６．７５ p＜．０１）において，親友に関しては「被期

待」（F（１，５９５）＝１１．７３ p＜．０１）において有意な差がみられた。

学年間では，父親に関しては有意な差はみられなかった。母親と親友についての「被受容」（母親：F

（２，５９６）＝２．７０ p＜．０５，親友：F（２，５９６）＝３．６３ p＜．０５）の下位尺度のみ有意な差がみられ，いず

れも３年生より２年生が高い値を示した。

性別では，父親についての「被受容」（F（１，５９５）＝６．１ p＜．０５）に有意な差がみられ，母親では「被

満足」以外の４つの尺度に，親友については５つの下位尺度全てにおいて有意な差がみられた。いずれも

女子が男子よりも高い被信頼感を示していた。特に親友については５つの下位尺度ともに，１％水準で性差

がみられ，男子より女子の被信頼感が高い結果であった。

表２ 被信頼感の各下位尺度の相関
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３．被信頼感尺度の妥当性の検証

作成した被信頼感尺度の妥当性を検証するため，信頼感影響経験測定項目の４つの因子（「受容経験」「承

認経験」「親との親密な関わり経験」「対人的傷つき経験」）との相関をみた（表４）。その結果，被信頼感

の父親・母親・親友の「被受容」と「受容経験」にそれぞれ中程度の相関がみられた。「承認経験」と相

関が高かったのは父親・母親・親友それぞれの「被信用」と「被期待」であった。「親との親密な関わり

経験」と父親・母親のほとんどの下位尺度との相関は高かった。親友とも関連がみられたが父親・母親ほ

どの高い関連はみられなかった。「対人的傷つき経験」では，父親・母親の「被満足」と負の相関がみら

れたことから，傷つき経験が，両親が自分に満足していない態度に関連しているという説明が成り立った。

４．被信頼感が信頼感に及ぼす影響

信頼感尺度の得点を因子分析してみると，天貝の研究とほぼ同様の結果が得られた。そこで天貝の命名

にならい，第１因子を「不信」，第２因子を「他人への信頼」，第３因子を「自分への信頼」とした。これ

ら３つの下位尺度の信頼性も認められた。（第１因子 α＝．８０，第２因子 α＝．８２，第３因子 α＝．６７）
次に，３つの信頼感に被信頼感はどのような影響を及ぼしているかを検討するため，男女別に重回帰分析

をおこなった（表５）。なお先に，被信頼感尺度において性差が明らかにみられたため，信頼感への影響

を分析する際，男女別に分析した。

「不信」に影響を及ぼしていたのは，男子では父親からの「被満足」が５％水準で負の値で有意であり，

女子では母親からの「被共通」において５％水準で正の値で有意であった。

「他人への信頼」に影響を及ぼしているのは，男子では母親からの「被満足」と親友からの「被信用」

で，１％水準で強い影響がみられた。女子では親友からの「被信用」が男子と同じく１％水準で有意であっ

た。

「自分への信頼」に影響を及ぼしていたのは，男子では１％水準で親友からの「被信用」が有意であり，５％

水準では父親からの「被受容」と母親からの「被満足」であった。女子では５％水準で母親からと親友か

らの「被期待」が有意であった。

表４ 被信頼感下位尺度における信頼感影響経験測定項目得点との相関
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考察

１．被信頼感尺度について

本研究で作成した被信頼感尺度は，父親・母親・親友それぞれに同じ５つの下位尺度によって構成され

た。父親から信用されたり，期待されていると感じている強さと，母親からも信用され期待されていると

感じている強さには強い関連があると考えられた。親友からの被信頼感は，父親よりも，母親との被信頼

感との相関が高く，母親から信頼されていると感じられるほど親友からも信頼されていると感じているこ

とが推測された。さらに，父親と親友の「被共通」と「被満足」は負の強い相関を示し，父親や親友が「満

たされている」と感じられていても，似た考えや性格など「共通点を求めてほしい」とは感じていないこ

とが明らかとなった。

次に，学校・学年・性別での分析では，父親・母親・親友の計１５の下位尺度のうち，学校間においては

８つについて A 校で有意に高く，学年では親友の１つの尺度において２年生が有意に高く，性別では１０

尺度において女子が高い結果が得られた。学校間の差が多くみられたのは，親友より父親・母親に関して

であり，A 校の生徒のほうがより両親から信頼されていると感じていると推測される。A 校はその地域で

表５ 信頼感に影響を及ぼす被信頼感の重回帰分析
（標準偏回帰係数）
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の進学校のひとつである。そのことから A 校に通学する生徒は小学生や中学生の頃から，ひとつには学

力面において両親から信頼されてきていることが考えられる。また逆に，両親から信頼されていると感じ

られる子どもたちが，進学校に進学していることも考えられる。しかし本研究では２校のみを調査した結

果であるので，確かな結果とは言い難い。

性別では，母親・親友において母親の「被満足」以外のすべてに男子より女子に有意な差がみられ高い

被信頼感が見られたことから，女子は男子より特に母親と親友から信頼されていると感じている度合いが

高いと推測される。男子より女子が信頼されていると感じられることには，天貝（１９９６a）が信頼感の研

究で指摘したように女子の方が男子より他者に対する依存性が高いことが，その要因のひとつだと考えら

れる。依存性が高いということは，他者に頼り自分の欲求を満たそうとするということでもある。被信頼

感の定義にある，他者の欲求を感じるという視点からすると，被信頼感を感じるとは，ある意味で自分は

依存される側となるともいえる。そこで依存性が高い女子高校生が男子より，母親や同性の親友に対して

女性同士において，相互に依存し合い，被信頼感が高くなったことが考えられる。

学年差では１つの尺度にしか有意差がみられなかったことから，被信頼感には学年差はあまりみられな

いと考えられる。学年では母親と親友の「被受容」に関してのみ２年生が３年生より信頼されていると感

じている。２年生は学校にも馴染み親友との交流も深まった頃であり，また大学受験や就職にもまだ時間

的に余裕があり，母親との葛藤がまだ少ないと考えられる。しかしながら，他の下位尺度においては差が

見られなかったことより，必ずしも２年生が１年生や３年生に比べ高い被信頼感をもつとは断言できない。

最後に，被信頼感の下位尺度と信頼感影響経験測定項目の相関の結果から，受容された経験を多くもつ

ことが，母親や親友から信用されていると感じたり，受容されている・期待されていると感じていること

が強くなると推測される。また，認められた経験をもつことで，母親や親友から信用され，父親・母親・

親友から期待されていると感じていることが推測された。さらに，親との親密な関わりを経験することで，

父親・母親から自分は信用されていると感じることが強くなると推測される。一方，他人から傷つけられ

たという経験がある場合，両親が自分に対して満足していないと強く感じていることが推測される。

このような結果から，２つの尺度の相関が高い項目において，その関係が説明できる内容であったこと

と，被信頼感に関係すると思われる下位尺度に高い相関がみられたことから，今回作成した被信頼感尺度

には妥当性があると考えられる。

２．被信頼感が信頼感に及ぼす影響

・「不信」について

信頼感の３つの下位尺度のうち「不信」に影響を及ぼしていたのは，男子では父親からの被信頼感であ

り，女子では母親からの被信頼感であった。

具体的には，男子では父親から満足感を感じることが出来ることは不信を抑制する働きがあると言える。

例えば”父親は，僕が今の父親に不満を感じているとは思っていない”状態が，”所詮，周りは敵ばかり

だと感じる”ことを抑制する作用があることが明らかになった。

女子では，母親から共通点を持ちたいと求められることが不信感を生み出すという興味深い結果がえら

れた。これは例えば”母親は私に対して，似た考えを持っていてほしいと思っている””同じセンス（感

覚）を持っていてほしい”と感じることが，”所詮，周りは敵ばかりだ”とか，”今は何かと話せても，他

人など全く当てにならない”と感じることを助長するということである。このことは，同じでありたいと

望む母親は，心理的離乳の時期を迎えた女子高校生にとって過干渉に感じられることが関係している（金

子，２００１）可能性が推測される。

・「他人への信頼」について

男女共に，親友から信用されることによって他人を信頼できるようになるという高校生の信頼関係の一

端が垣間見ることが出来た。

男子に関しては，加えて，母親から信用されていると感じられることが他人を信頼できることに結びつ

いていた。
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男女とも親友からの「被信用」が「他人への信頼」に強い影響を及ぼしているという結果からは，次の

ことが考えられる。親友から信用され，必要な存在だと思われていることは，親友を信頼し，引いては他

者全体を信頼できるということに結びつくのだろう。また，父親・母親からの「被信用」は有意な影響を

及ぼしていなかったことから，高校生においては，他人を信頼するということに関して，両親よりも，親

友からの信用をもとに，他者を見ていることが推測できる。天貝（２００１）の心理的距離と信頼感の研究に

おいて，高校生では「他人への信頼」に関連がみられたのは，家族より友人のほうが強く，また，高校生

では家族との心理的距離と「他人への信頼」との関連が，中学生と比較してもより薄まっているという知

見が見出されていたが，本研究においても「他人への信頼」に両親よりも親友からの影響が強かったこと

は，天貝の結果と同様であった。

また大和田（２００１）が，親の受容的な養育態度と親への信頼，友人の受容と親密的な態度が「他人への

信頼」に影響を及ぼし「信頼感は身近な特定の人から周囲への人へと般化していく構造が確認された」と

述べたこととも一致する結果がみられた。これらのことから，自分を信頼してくれるような親友をもつこ

との重要性が示唆された。

・「自分への信頼」について

男子については，弱い影響ではあるが父親が息子から受け入れられていると感じていることが，息子が

自分自身を信頼できることに結びついていることが明らかになった。また，母親から満足して見られてい

ると感じられることと，親友から信用されていると感じられることが自分自身への信頼に結びついていた

ことがわかった。

女子については，母親や親友から充実した人生を切り開いていくだろうとか，なんとかやっていけるだ

ろうと期待されることによって，自分への信頼を高めることにつながるという結果となった。この「被期

待」は，男子において有意な結果がみられなかったことから，この点は女子特有の傾向だと言えよう。男

子とは異なり，父親からの被信頼感は関係がなかったことに関して，女子高校生にとっての父親像がいか

なるものであるかについてさらに検討する必要があると思われる。

まとめと今後の課題

本研究の目的は，被信頼感尺度の作成と，それを用いて青年期において重要な他者である父親・母親・

親友からの被信頼感が信頼感に及ぼす影響について検討することであった。本研究の成果としては，まず

今まで取り上げられなかった”信頼されるという感覚”について取り組んだことが挙げられる。この感覚

の重要性については先にも述べたが，より充実した信頼感を獲得するために欠くことのできないものであ

ると考えている。今回作成した被信頼感尺度は，信頼感影響測定項目などの尺度との関連より，妥当性の

ある尺度であると考えられる。さらに，被信頼感尺度を用いて測定した被信頼感は信頼感へ影響を及ぼし

ていることが確認された。

加えて，高校生にとって自分を信用してくれると感じられる親友の存在が信頼感を高めるという，親友

の重要性が検証された。また被信頼感の影響は性差によって異なり，男子では母親が自分に満足感を感じ

ていると思っていることが他人を信頼することに影響を及ぼしていた。さらに男子では父親からの満足感

を感じることによって不信感が抑制され，女子では親友と母親から期待されることが自分への信頼を高め

ることが認められた。このことから，信頼感を高めるには，対象によってそれぞれ異なる被信頼感を高め

ることが重要であると言えよう。ここで性差によって被信頼感の違いが見られたことは興味深い結果で

あった。さらに，被信頼感そのものについても，父親と母親から高い被信頼感を感じることと学力の違い

がある高校の在籍との関連がみられたことは興味深い点であろう。

本研究においては，高校生の被信頼感を主観的な回答に注目し，検討した。しかし自己報告だけに頼ら

ず，他のより客観的な方法による検討も必要であろう。また被信頼感は，今回初めて取り上げた概念であ

り，被信頼感の発達的側面など更なる研究がこれから必要であると考えられる。
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